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通信 いつも空き缶回収にご協力いただき、ありがとうございます。
仲間 (利用者 )のリサイクル活動による 101,000 円でした。
収益金は、仲間の給料となります。

寄付

表
紙
題
字
：
山
下
公
子
さ
ん

空き缶回収について

harunosato.comホームページは で検索

山本さま　金一封
林さま　金一封
東島さま　金一封
菱山さま　金一封

（株）朱常分店さま　バナナ
永山さま　マスク・図書カード
近藤さま　金一封
今西さま　金一封

①　はるの里まで持ってきていただく。
②　お電話いただけましたら、回収に伺います。
③　ご提供いただく空き缶は、洗って乾いたキレイな状態でお願
　　いします。
④　スチール缶・ペットボトル・空きビンは回収対象ではありま
　　せんので、取り除いてください。

コロナウイルスの影響でさまざまなことに制約があ
りますが、仲間の仕事として空き缶回収を継続して
います。ご連絡をいただけましたら、空き缶の回収
に伺います。
ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

2021 年はじめてのはるの里通信をみなさまにお届けいたします。
2020 年はコロナウィルス感染予防のため、なかなか今まで通りの活動を行うことは出
来ませんでした。今年は色々工夫をしながら楽しく活動を行っていきたいと思います。
コロナ禍の一日も早い収束を願いつつ、今年もよろしくお願いいたします。
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「もっとお仕事がしたい」「お給料をたくさんもらいたい」という仲間の願いを実現す
るために、皆様に広く空き缶回収のご協力をいただけますよう、下記のようにお願い
いたします。

ありがとうございます。

（関係者分除く）



職員急募

正規

障害のある方への日中支援や送迎

平日  8：30 ～ 17：00
土 ( 第 1、3)  9：30 ～ 12：00

(４大卒、短専門卒の場合 )

運転免許 ( 普通 )AT 限定可

各種手当あり

賞与年３回、4.5 か月分 ( 昨年実績 )

パート

障害のある方への日中支援

平日  9：30 ～ 15：40
土 ( 第 1、3)  9：30 ～ 12：00

９２０円＋諸手当 

各種手当あり

賞与年３回　各人の勤務日数に応じて

( 時間、日数応相談 )

( 資格、交通費、運転 )

( 資格、運転、住宅、扶養、交通費、退職金 )

１７７,６００円＋諸手当 

雇用形態

業務内容

勤務時間

月　給

資　格

待　遇

雇用形態

業務内容

勤務時間

時　給

待　遇

　今春から産休に入る職員がいるため、職員の募集
をしています。
　障害のある方たちと一緒に楽しい日々を過ごして
みませんか？
　仲間 ( 利用者 ) 一人ひとりの人生の一部分に長く
深く関われ、過ごしていく上で難しいことに少しだ
け手を添える、気持ちに寄り添う…そんなことがで
きる職場です。
　もちろん、楽しいだけではなく、悩んだり大変だっ
たりすることもありますが、仲間や他の職員から元
気をもらえる、悩んでもいい、間違ってもいい、そ
のままの自分でいられるそんな職場です。
　ぜひ、私たちと一緒に笑いあえる毎日を過ごしま
しょう！

まずは見学からでも大歓迎です

生活介護事業所はるの里 075-394-5930
お問い合わせは
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文
枝( 昨年実績 )



３ ６

はるの里の新春

今年はコロナウィルスの影響で初詣に行くこと
が出来ませんでした…
でも「行けないなら作っちゃえ！」ということ
でみんなではるの里神社を作りました（＾＾*)

毎年恒例の書初め♪♪
「今年は何を書こうかな～？？」なんて言いなが
ら、一人ひとり今年の抱負を書きました！
みんなの願いが叶う一年になりますように。

いいことありますように

はるの里が加盟している「きょうされん」は、障害のある人が地域で安心して働き、豊
かな生活を営める社会の実現を目指して、結成以来４３年間一度も休まず「国会請願署名・
募金運動」に取り組んでいます。 
世界中で生命の危険と生活を不安に陥れる新型コロナウィルスの感染拡大は、収束の目

途がたちません。コロナ渦において全国の事業所では様々な困難に直面しました。「もしも
自分が感染したら．．．」「事業所でコロナの感染者がでてしまったら．．．」そうした不安の中
で仲間・家族・職員が対策をとりながら日々実践に取り組んでいます。世界共通の傾向と
して、基礎疾患のある方、高齢者、生活困窮者の感染による重症化や死亡率は高く、そこ
には障害のある方も多く含まれています。もし障害のある方がコロナウィルスに感染し、
入院した場合に支援者は入院している病院に入れなくなります。障害があっても安心して
入院や療養ができるようにしていただきたいと願っています。第４４次国会請願署名では、
コロナ禍で直面する困難や不安を優先すべき課題として解決を求めています。全国の仲間
たちとともに、今回の署名は『コロナに負けない』を合言葉に取り組みを進めています。 
障害のある人もない人もわけへだてなく生きていける社会、あたりまえの暮らしを作り

出していく社会をめざして、多くの方々とつながっていきたいと思います。皆様の一筆い
っぴつが障害のある方の明日に繋がります。コロナ禍で皆様も大変な中だとは存じますが、
第４４次国会請願署名・募金運動にご支援ご協力を賜わりますよう、よろしくお願い申し
上げます。 

  

＜署名の方法＞ 

・署名用紙はこの通信と一緒に同封しています。 

・署名趣旨に賛同いただける方でしたら年齢による制限はありません。未成年の方も請願 

 することができます。 

・国籍による制限はありません。日本国内に在住の外国の方も請願することができます。 

・住所は都道府県からご記入ください。 

・署名用紙には１０名分の記入欄がありますが、すべて埋まらなくても有効です。 

・期間は２０２１年３月末までに集めていただけますと幸いです。 

・記入していただいた署名用紙は、お手数ではございますが、同封の返信用封筒をご活用していただき、

はるの里まで郵送していただけますと幸いです。 

・募金にご協力いただける方は、同封の振込用紙をご活用ください。 

 

国会請願署名・募金運動にご協力ください！

きょうされん第４４次

６

～　障害のある人たちがあたりまえに働きえらべるくらしを　～



カプセルに入れて

を作って販売しました♪
ヘアゴム

コースター

自主製品づくりについて

はるの里でも新型コロナウウィルスの影響を受け、唯一自主製品を販売していた「はるの里まつり」
が中止となり、仲間の作った製品を見ていただく機会を失いました。そこで冬のボーナス作りの物品
販売に合わせて仲間の製品紹介を行ったところ、多くの方に製品を知っていただき、たくさんの注文
をいただきました。毎日「大変だ―！」と言いつつも、作業に取り組む仲間の表情は自信に満ちており、
慌ただしくも楽しく充実した日々を送ることができました。心配していた仲間のボーナスも物品販売
の売り上げを合わせて１人 8,500 円を支給することができ、このコロナ禍にも関わらず、とてもいい
取り組みを行うことができました。
上の写真はどんな風に仲間が製品つくりを行っているのかを紹介しています。

「自主製品」 とは…

障害のある仲間たちがそれぞれできる
ことを組み合わせ、１つ１つ手作りし
た製品のことです。できあがった製品
を販売し、その売り上げを工賃やボー
ナスとして支給しています。

ポストカード

ヘアゴムやコースター以外にも仲間の
絵を使ったポストカードもあります。
どの作品もとってもきれいで、送った
相手が笑顔になること間違いなしです。

５ ４

完成
コ

ロ

コ

ふりふりシェイク！

ロ

羊毛を細かくちぎる

手
の
平
で

完

布の端切れをおもいっきり

ビ

リ

ビ

リ

織り機で丁寧に織っていく

成


